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(a) 淡伽 は 漁を3Z三起すT/･lなろL刺 子は,脚 中 文 献

に含和される粉 でもろと脈 することが可1犯で 1) 蕃ETI･長EZ]･ 火我仏書祉 9 [33(q 叫

ある｡ 2)Gr7Ly ∫C ら.I49.432-37で (】930).

肘た一紙 Bは文部'削潤 死力の溝助を空けて行つ 3) HnrLnnnT一一 U S･IlurmLnC9r叩L■tl､CStLg-

たもので,7t拾和佐のA石正之Lf,良毛Fl司H.企 a110nS44pp,3722(19-3).

Jl暮JElEに諸書を肋 す｡ 4) 疋Eq斗 大熊hfLt9.IZl(qZl).
5) G且mer-TrATlゝ FAr-1 馳 :･26,590(Ⅰ930).
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よう 車

ト14火兼のJBJ止止 とJuJのL洋式t朝にし,文に細 大蕪○bJtBE炎上中JutとのJI特t書Ltlし

た｡-カエAIIl+火やが大丸.llではた兼もカとするヰ溝tI.E.上して■折からの甘地かALt.'NlかlL,

のすLtLか入札 +uス牡と■長上のJJ体式t書出し,式中の伴kの甘食的決k:比t3べ た.rJこ抄放

火tの仏力RKBEJtと 9人tLHitのJjeから書大枠の尖鳶生臭蓬狂犬t書いた｡女lこ書火*qdlt延会に

JAlした礎介の加iL払Jl姓gE式t書き.JBitと仝生臭抄時のJJ拝犬t求め打1378書のLkx!ibt列にし

た.かくして蜘 Jl的附 の令く市riLlていない事欠なの8虫にJJするJl■と卯にした｡



1. EiltI火熊の】弥漁連LEとガス重力の関

係式

従来火雄lnの悠放功姥は,ガス駐ソ)の故 として衣

すこと75'.モ川上7E卒であったので.2(於的及び度違約

にこの耶麻が附 されてきた｡その研究盈浬の設明は

省略して現在までの放射をJu古すると,3t:1J召投的に

伝染雄JETはqス軒カ pの 71轟iS鋲 として来され

た｡【打ち

P.-dJPI ･ ･(1)

その杜氏於が虻むと社托=攻夫

r.-pt+beP (2)
が伐 的l=庚bられた｡夫lこガス分子在勤詮反塵適度

詮的考#とtFFtから比内式

P.-blP一 -(3)
カニ提出された｡七1上の托丈は,Uス廉力が較一00碓

以上妊Z,OX)郷 にftしてか らJtて楽たが.k 10

租 lら脚 の任yス出力排 に於けろ火累の文相

が毛となって繁ると.Eq 的にも方恥 にも(3)の比

内式は皮立たないことが杓って来た｡延着lf之等の事

情を考摂して-1之的=功夫

P.-tzJPll+blp -(4)
を溢目し (Ⅰ9･I5年)や投的にも現詮的にも倒棚

の1好転rqに正って(4)式が今迄の邸 も合理的なるこ

とを明にした｡燃し阿RLiを高札 こ取る時は(3)の比例

式が何例 で.既出の7'な坂根i時は (り LD仙政 文

は (2)の紅的 ;I出羽である. 以下木研究に放ては

倍堀のみな根性うからLm 上 り一･LZ'一式J._r･用いるこ
ととする｡

lT 粉仕火兼の燃焼建庚とTE;比丘の関係式

今Dbt:m A叫 の澱状火雄が一過の長さ f一の同位

止方形の火難I丘と兵さんの盗n()から成って居ると考

■ l

-.･.･.･･ー畑tt方向.I

-整 笠 屋 う草

丈ろ｡伝染方向 E灯tlFAlの同位相手原の穀を _Ilとす

ゴu王
.llt'I.+I.)-ICm

Eqnll子の跳 旺t r.とし,益関内のgス延

Jgを rfとすJu王

止り.ナIJ__.11｣L+.WJLL.
rr rt

今粒7.を排 し.その｢韻を 士 にLi ヶに

分朔すると(.は Iノー汁となるが.11子放れは''L'桁と

なIJ,放牧方rL'.】の粒子の hm1倍J)の熊は W'.hlと11

るから脱 L従て t,は労らない｡

夫に院托詔をioから93Aoにすらと父}JLr吋の同位甘

の盟弟1は Af.I,となるが,〝梢 の払和は叫xJ･y
F=AIJ,である.Ao-),ユーユ｡戸 ととれば

･=州 告 ･壇 -A,聴 上 :･.)

-ふtAi(七㌢ 王.ト号 十号 44
1

又は .ユ ー-.一･.一一JLr'- I

L .ll(I...+I,,qユl)

-方 1･十 ･.･･,･L--

断 ち一五 一.,･

之を州t.I,式に代入して

rfrJ

,.+.ll/.('r ,.)ユi
田近滋子のM を S とすれは SI.1_tt8-i.I)で

ぁ7iから.W.TSlltE)ち

-て;て芸 :,A研 ･･ (5'

F) =

i ._ Z) -,
ー /Oq･･ー - ./久ィ.･一･十

重工 =三宝‡p
tyと r.の相対的赦lLlな柑るために恥2の如く2本

の将火映のn陀 耶-の灯火根からのuス■C侍火させる

に Lが Z5cm 以上となちと耶二の将火楓 土弘火しな

いb'･Lが ▲0ぐtrLの時は企ni触 Lが 251秒で撫鞘

でろ｡-JJ'野火扱のみ 2OL=mある時1125秒で払暁す
るから少くともガス辿度はrv-25cm/B(a:{･ある｡一

刀g火税の鮒 地坪 は t■'0.9仰一々LX=であるから野火

縫内に於け ろKス迎Rrlミ仏和Llll'F臼EDのi吐扱他 姓皮

C.より透Iこ̂ -である. _%色火魂に放て S-】8d L,l rL'

とすろと上岡で r一-=075｡lTV5ccとなる｡捷て r.に

封L r.を煮iAしても訳出は 37.'である｡¢ちrq>r.

捉て (5)式はtlIJJ二

･司 ÷ )さ (｡

II

R Schwlbは棚 の榊 に於ては r,-r,<0 と

考えて全く別か -A恥 を恥 ･ていろ｡ さて (A)

式はCiftAが少し村加しても雌 避妊は放り#少しな
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t.ことをJ示している｡一万 1の (り式からt.-aIP■

であろから

P-P.P･(÷ 十 ･(7'
一投的には

叫 吋 +～"(÷)王 ･ I.,8'
火輩の特敬廿と Dのl措綿を考方与するには 句,h を接

地 の商社として鎖すM がある｡gE者の考歩に上

ちと慨 J=放てはU>分子廿9Eは汝しくなくなるか

ら,火兼の悠塊は圭として古iLyスからの噂抄に任る

離 化に粘く｡このエ+Jt･f一件淫はp'TAに比折す

ら｡UスI■封をJrfものは COeとHP で *.AID

竹は夷のbくである｡

A Settu71b Perlndl瓜rlellcl＼もrttlCqtKrPZ)ど

(]940)

I
cot･ A - 一丁- 1-ユ54
日20 Il--･▲-3

S

T方桝 に於では_uス脚 矢が池しく,この小五

+ルギー に以上のKス分子の衝突が火張の分解に有

軟と考え1!ほ から,胞 腔は生として √~Jrrp に

比糾す ろ｡任lLcはEI物 故の盛である｡8Pち--一錠的

にほ

- (AP,･･･b-- r'(i)去 (9)

J7.

とfZろのである｡

III 斗火按の定常燃焼

1ヽ
1■,Lm銚細 氏の旺鰍 こよろとg火扱薙 L と仝悠姐

御専Tの淋鰍土

T-Ll+bL (0)
に伏l)粥されろが (･は bに比して鎧めて小であるE,

q]ち繋IEEllTl田としては杓一近似としては等火線は折放

期 中に放ては掛 だ辿舵でその全史に五つ捻出す

るものとして鉱酸計3Tを行ってよい｡

g火切の;払火也から鰍 のj旭んだ輔 を 事とする

と管架の水杭 はtにLt.均して大となるからガスの腎末

からの池 JJ血は刷 糊 l漁りに｢株 IJm 丈から

G･-pl(7fT-)(-TJ雷 7旨 p I(.り

･'･~T+Tif'' - ('2)
但 し ■JVIV･XFR山の槻 ▲-uえの雌 も

E一兎'J]血過払 Pl-yス攻出帆 7-gスi娘 .

】t-Nス問 丸 p-q>缶力.タ●-rカ;0のときの タ】

である｡一方即位叔溌l)の脈 gT出初故ILhiuを ｡と

すれば.艶 畑が Zに,Vんだ時 の私鉄JLfluib'酔 1℡

内包を D とナjLは
7Fly
｢~+†'

建て
1D三
T +TF
.li了信一.

定他 に放ては (I3)式の仙 :zl=轍 綿とたらね

はたらねから,地 坪作として大知 竣 立する｡

p-三㌢ -: ･(I.)

1小の問は (】3)式に放て

pIF,-～(竿 )-～r -(15)

mLF-℡内臓 払 6)ちU刈'_約と廿末からIIu

する.Zが大になろに従って,℡米へのHス社技が火

となり,Iが或班 T.に1Lかは脈 からの HスI<lLLや
G.i+_凧側 に火狐の出 に上り鮎 すろKス丑G.

と等しくなってもはやyスはすべて肺 から功uする

ことになI)定他 羽 く｡E<3に計rhくZ.迄を

末伽 Lu勅と52丑し,以稜を榊脚 E出糊と忌避するこ

とにする｡

F1 3

固3薮*錦 催′Lj大量-舛

ド

.(
･
'､
.ドLl

W;

=iJ

遠妄謡嘉商材

(りヨミ濁せ山糊のuス叫JII放

令

K-
(一言)A -TJL2

FI,171
-畑稚

(】6)

とおくと上I125 とLRT-/-火集力とする
と
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史常堆製に於けち不仲時肝 りの朱q帖を6.は 鎚て

GI-(poFtこ)p ([7)

脚 ､ら山 ろqスtは叩位特8flに

G･一㌦ Tfb,Kp ･ イーe)

他 .ら出ろuスtは凧 抄aiJlに

G一-P･念 に- 浩 Kp -(;9】

徒て GJ-G.+G一 ポ改正する｡

gI火鞍鼻 L に射し'=

条VスJt

G.I.-(タ○PKp)L･ ･(n)
℡末q>Jt

｡.L-):一 ･士 仲 山

-(如FKp)(L-j苧 log(け bL)I (2･)

脈 gAt

G･し-∫:"Fl吉 和 血

-(pJl-Kp)等 -｡g(I+AL卜 ･(22)

莞 一一･とるすとr･Ⅰ-…エペ荒告
(23)

{又は r⊥1は廿潤し叩ろから (23)まを用いて A

を決定しmろ｡

(2) 何而qr山期のdスqtlu先
生dスiLli(])と同t;く

G,[,～(hFJi'p)L (20)

田 ミgス丑ほ L-∫.以稜は-定で

G..-('｡FK'･)(.･1 2賢 .oF(,･,I,･)チ
- Con与1 ･(24)

榊Ⅶvス血tは祉て 1.-7.以捜は

G.i-('｡ドK_U)L-(タ｡ドXp再 .-雪 os-,0g(I

･b,I)I-(p｡I.､K･･)i-coz･st (25)

FT BF火線の定常地 建産式

忠火葬の脚 を AとするとfB火fi即位長すりの

軸 は ÷ D'A又箆蛾強圧を - - とす ると

Z- 内の醐 卦 i÷ D'Ar･定他 に於 ては

之が 1父亡内のKスI出社G,-タ●FKpにCSしい｡F-

÷ DZt･あるから ,Jか At,-" Apt(喜)i
･経 ろから hKp_A〆Shl

p-(普 )芯 (初

匂】ち
.-A7才(nK)-T=S品 △÷(音 ) ･ (,,)

a,ち rは7!Z;に- しな い｡E17I 帥 入して

,-(20,-I,｡一.ASTA(.-÷)/÷IL二･･･(,,),

今 t+ OLS 又Å-CTAでI～2とすかは ′-0.38VoT
を依尉Lて

,-ユリ旦ニーC叩.岬 ユL･. (27)･′
■●

6)ち泣沈且女 Tが放姓連生を一歩規 し.夫に比例

常を C.火策の瓜比7RS,J#凸時世 ■や.Hスの維持

枕 V●が彩管し,脚 ユの形書は少い｡pJi態廿

内皮の也FEのみなら1.鰍 ItLZR 及びととや廿

内面の附必也の大小に支配されろ｡又u3Lqlll正llZt

酸の各火校では火策vlのみでなくt2相 の分解g

スをも含むカーちその諭も塊 に村 しろ卯 があろ.こ

叫若干及び髄 伽 にIPT'る位正は沿合せ正伴

正 n に含まれろものと見てよい｡

V gL火複の加地 ま及びだ力稚毛

の決定ま

等火SLの脈 が完全に91奄さiLた書合に11出 rまも

はや定常的ではなく加姐的となろ.この租介の姓政文

は朋 上Et秘でもろ｡

この相 ._1-0であるから冊l州 のK･X■山鼓

は扱長 Ⅰに於て

G･- 豊 ･728)

上式中の t)もり こより幹化する｡-2)伽 に伏り生

でる1fスムtは

G｡叫 .(-SA)&A-1･･LW S益Ai ･･(節,

.1式中の pもり こ上I)声封ヒナろが xのX･々 の他に

刑しては (刀)式と(2g)式とは噂しいから

･票 賢 一FA･･巧iAi

申ち

p-(票 差 )芯 (Z咄 声 (叫
-･方

r一意-Ap･(≡)÷
Z(捕 )吉 IAS-i-A-卜 10(けh)～),芯

･･(3))
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1-=0に於る,-roとすると之IldI抑 汝 (eDち書通

の状軌 に於けろgl合の定常放免迎腔でもつて

P.-ro(I+bl)l~1- ･(32)

N-OlS の時は t..-r●(I+b)

ZUtl上は可火鞍全長の盆地改抄時T.が下平である.

I-OLSの時は

･･-I.L号 丁忘 叫 ･AL)

2･3m一og(トトL･L)r●8
I-0IS以外の一枚の砂合は

'･-I:̀こ霊 声

--('IS 忘 恒 bL,ILS -･)-(叫

先達の方法で blミサ軌 こよb決められろから n

gZtの班女Lt入して Tr L の軸 比をiu させる "
I)

を容易に決めろ市がEJl光る｡大木芳夫氏は稚 以下

の弟色火≠のEnZtW にはI)7Lの世として 043,

0,19主,0.300.OiSSt･持ているが p小の叫 火跡 こ

は重曹である.(35)式は AのdI二位り朗 に声ろか

ら (35)式に上り■を柏*⊥E砧に求めることカニ出来

る｡

棚 に放てRLnした油 犬の㈹ こついて

ltBlに触 する｡(1949 10.21)

文 ｢73

り R SchvAtI･ComptReTld･199(1934)l桝 .

2) }JlLI秋夫J5 火事BtB MPJ81-.5を )r

p I

3) W Schtllc･TcchzIIJCheThermodyzumLk
4) 大米寿-k 火暮B甘Lt qや 18小 与eJt

n eoryoftheCombustionVel∝1tyOfミbletyFLLSC_

ByKumnoH)no

From theoretLnlconsl一tCrfltlOnSthe Tol】otrlDF eqlutIOTL9ArederIヽetlror一he一Ot81

ArnOUn一OfgasdLSChrged(G,i),PSfrom theend(G.i.)Ltnd psrrD'nthH ldl)(G.l.)

orthl】川dustrltllsLlrt･Ly Euse8.

(り G,i-(タOEKp)L

(2) G･L-(,OFXp中 一竿 l｡g(,･bL))

(3) G..I-('｡FK｡)l r -log(,･bL)-here卯-dlSChArgeC-

ドー SeCtLOnAlare･10fpoudercohLETtn,KGconstant,chL･mCterl芹llt=OtpoWdcr;p

pTCSStlreOE p s lnCOmt〉LiStlOrL.i-totLIllerlPh oELhc EuSc. (I-⊂伽EF OfnJ‡JlI爪otL･

reSlStAt)I:A
GJl.ZIT]d G.[.eatlbemeAStlrCd crl氾rlmCZ)La)tI ETOm WNcttllleeOtfr Aqlrlbe

t1cICm )nedby

(4)
Gll. 04343hL
a.し 】og()+bL)

Thc山O､ecqu:ltZOtu･mntn叩PlledLOlhe印d-dLSChLlrgCPCrlOd wtlCrOthermtn

gasISdlSChArgedLhrotJghtheendolthefllSCWh･lL･･lTteTL.lr.thelALemldLSChAl辞

preh ,tu t巧.InhtJ!rAIJL米hL-rgeFN!rld theyalt:eoEG.い JeZprem dby

(5) GJ･-(I- )i-(･JIKp)(･･-竿 - .b･)〉

TAkll)どlntOA(=EOuht一h.BprcsstucAtlddensltTdepezldenLtOfcomblBLlOtlヽ ･el∝'t)or

the powdertheEoltowu]geqtutLOZHBd印VedtorthecomblJStLOn ･ヽCl比ltyOfsAEet).

rtJS6

(り VE(,0.,lV lASTA(～-i)/与)去

vh亡reA-coeLroftm bl･StlOn､el∝､ly eq山M Zl,ら-nⅦ1.1lenntyOfpowder.

A-1oadlt)どdens,tyofpwder.And/-foTCtOfpo､rderyrhllt V LJelpTtEBSed by
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工芸爆薬の低湿度に於け る青鎗

(q 中 二4年 】2J]22El交叫

坂 本 慶 一

(尤促成違肖工を)

Jt I
悪逆押工叫にて純良愉 ;可缶に柑られるので.工

馳 :組 ht崇のytiL(q]ち -Ⅰ830C)に放て如何

なる荻負を岳するかに放き行った廿J&である｡

ぼ兼は2即r)と巾m捗的とに於いては狂姥や殉操を異

にし;従て劉 】のFtJBでもろ KnBtや Hessの瑳度

肝や事淵 J4Ih;,組 的某紙を持たないことは上く知

ら1L.た神文ICもろが,之噂の桝Bも雌勤 ;峯n"にて先

づ湖 -T-ろ称えの~TlL行わLL,てA誇る｡然し以下の慨

やにLL{)畔R邦のは兼は謎帥 こ於し.'て(./I.J成り不完全

Tr脚 をして折る邦を,T.してAitる｡

f.I.1品 ト.,〆yセリンの佐伯恥こ放けろ世汝はgK

'&

T rFJ] 内 管
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以上の卿 を見るに廿適のTl℡は柄と中畑の現
aEを生し.上向FAItP ものもか少年はの扱魚を垂して

Blろ｡=RF～官のもの及び7'Jt,t町甘はだ化を示して
店ない｡このLl'規の現虫はgt;fkには政所がつかないが

英紙もろ隅泡'eもろ.

空間lこ放けるdt事の伽

(イ) 荊r泣 叫にて完空に肘 すれば全称 Hス化して

AnLlreewが S ら.(1m34)に相介して爪ろ.

任濃度に溌ける甘管の地溝 I

-1830C に冷坤せろbi又はyI_にitささJBを肋めん

としたが起爆しないJS.その賦rgを51べた所TltFの中

‡掛こな別してセ!ろことが邦糾した｡m伽 て卿 に於い

ては年fbEの吸敗を島すちと甘1棚 は L V.Chrk

が S S (】933)に搬ク.ILてLi!ろが,この現敦は日本

にては恰l)rirl即とされ1に紋付は類lこ肝 rろ訊和州こ

も町℡は捜て湖 すると渦11は 11.てIii.tろ｡従て上のt

Eaにて芯軒のEr'一様の棚 が解ったの'C,以JT'令Itの僻

晶にitき -J830C に冷JPして行ったtl鮎 恥);縦 】

である｡
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国技粒子は煉らない常でもろ｡付ろに駒を岩切nにE

重し,その1.'征1-)2cmtの杓■に虫板J._HZtいて起

爆するに見板に無ttの粒子のtlを)Ll;してP!ろ｡それ

が :tTH▲h1017Z･Tであることllmi)央及びpフ▲
ニ ･̂1ミンによも がOlイナシの更… により知

ることが出煮ろ｡EPち抑iZ別Aの洲 にては柵 の

ド机y'01的 ;珊せず.非伽 して完全には

ヰして昏ない｡




